
 
 
 
 
 
 
 
 

新年、明けましておめでと
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成1７年9月3日（土）14：00より、札幌市内のアスティ４５ 

１０周年記念勉強会が開催されました。 

今回の勉強会は、2部構成で第1部は「卒業生10年間のあゆみ」と題

れました。アドバイザーとして学院の先生方にも参加して頂きました。

ト～PT・OTの協業と分業～」と題し学院の伊藤俊一先生と石田裕二

やOTでも考えることができる、大変有意義な会となりました。 

 

 当日会場には １０４名の、卒業生・PT・OT・学生の方々が参加

 

勉強会終了後、懇親会が行われ先輩・後輩・同期など様々な交流の場と
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１１００周周年年記記念念勉勉強強会会  アアンンケケーートト結結果果 

 

学友同窓会広報局では、北海道千歳リハビリテーション学院１０周年記念勉強会にて以下のような

アンケート調査を実施した。 

 

アンケートの調査内容は以下に記載 

①性別について 

②職種について 

③経験年数について 

④参加地区について 

⑤講演内容について 

⑥開催場所について 

⑦今後について 

⑧E-mail登録について 

 

調査結果内訳 

全参加者104名（会員81名、非会員2名、学生21名）中、回答47名 → 回答率45.2％ 

 

参加男女比

女
53%

男
47%

職種別比率

学生
11%

無回答
2%

PT
44%

OT
43%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験年数

2年
19%

無回答
13%

4年
9%

5年
6%

6年
2%

7年
2%

8年
2%

3年
11%

1年
36%

 
参加地区

道北

13%

札幌

22%

無回答

17%

道外

2%

道南

2%

空知

2%

石狩

7%

後志

2% 十勝

9%

日胆

24%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



場所について

悪い
4%

良い
53%

たいへん
良い
43%

内容について

たいへん
良い
32%

良い
68%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-mail登録について

無回答
38%

したくな
い
15%

してもよ
い
47%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・他職種との関わり方について学ぶ事ができた。 

・臨床にそっての発表して頂いたので勉強になった。 

・先輩たちの頑張りや発表内容が大変すばらしかった。 

・皆様の貴重な経験を窺う良い機会だったと思います。 

・症例報告や先輩方の取り組みを聞く事が出来てよかった。 

・元々興味のあった事で、今後自分で考えていく参考になった。 

・精神科OTの発表も、忘れていた部分もとても新鮮に感じました。 

・卒業生相互の交流の場として非常に良い内容で刺激を受けました。 

・技術的なことだけでなく、社会・職能についての現実問題を知る事ができてよかった。 

 

・勉強会があるのはいい事だが、役員の方は一ヶ所の病院、施設に偏らず、多くの人が経験でき

るとよいと思います。（何年かしたら、引き継ぐなど。）負担はないのですか？ 

・PTの事については殆ど理解できませんでしたが、OT部分については今後の参考になった。 

・症例発表が早すぎてわからない。 

・少し質問しづらい環境だった。 

 



＜今後について、興味のある勉強会・講演内容など＞ 

・ボバース 

・呼吸リハ 

・精神領域の発表 

・認知症について 

・腰痛、肩の理学療法 

・老年期の集団リハなど 

・地域におけるリハについて 

・ADLの具体的アプローチ方法 

・看護、介護を含めた意識の改善 

・小児で働くセラピストについて 

・今後のOT、PTの在り方をもっと詳しく知りたい 

・実技や臨床に基づく話（石田・伊藤先生たちに） 

・他職種との連携など、臨床に使えるものが・・・ 

・小さくてもよいので、各々が発言できて、考えられる勉強会 

・デモや実技を交えた、立位バランス、歩行獲得に向けてのアプローチ        

 

多数のご意見・ご感想ありがとうございました。 

 

 

 

 

学 院 祭 報 告 
                                             学術事業部 
 
平成17年9月18日に行われた、学院祭に今年も参加させて頂きました。学友同総会では、毎年恒例の

ドーナッツ販売と、卒業生による在学生のための実習病院の紹介をさせて頂きました。ドーナッツ販売

は伊藤副学院長の紹介にて購入させて頂いており、ドーナツ２固セット+おまけという形で 100 組販売

させて頂きました。結果、おまけ効果や、学院の諸先生方の大量購入という配慮もあり、午前中で売り

切れる程の好評を得ました。また今回初の試みであった実習病院紹介も、実習前の学生を中心に興味を

もって頂き、こちらも好評のうちに終わりました。今回この企画を行なうにあたり、実習施設のバイザ

ー・スタッフの皆様にアンケートをお配りした結果、20通程のご返信を頂き、皆様の協力のおかげで無

事に終了することができました。例年ドーナッツ販売のみでありましたが、在校生との交流もでき、ま

た学友同総会の活動をアピールするいい機会になったのではないかと考えています。次年度以降も、今

回の企画を継続し、より多くの実習施設に協力して頂きたいと考えていますので、宜しくお願い致しま

す。 

 

 



 事務局より  
                         

学友同窓会 事務局長 澤田大輔 

お願い 
H15.7発行の会報に同封した＜入会・異動届＞に記載してあります学院Fax番号に間違いがあります。既

に訂正のはがきを送付させて頂いておりますが、度重なる誤送が後を絶たず、先方にご迷惑を掛けてお

ります。提出の際には、同封した＜入会・異動届＞を利用し以前に送付させて頂いた物に関しては破棄

して頂けますようお願い申し上げます。 

ご面倒をお掛けいたしますこと心よりお詫び申し上げます。 

お詫び 
今回、郵送させて頂きました北海道千歳リハビリテーション学院10周年記念学友同窓会会員名簿の掲載

内容に関しまして一部会員の掲載漏れがありました。事務局の不手際でご迷惑かけた事心よりお詫び申

し上げます。 

入会手続きと会費納入のお願い 

 

入会手続き及び会費納入が済んでない方・・・・お早めにおねがいします。 
会費納入が滞りますと会の運営にも支障をきたします。 
手続き、納入の程宜しくお願い致します。 
入会金  ￥１００００ （永年会費） 
振込先  郵便口座  記号 １９０７０  番号 ３２４１２８０１ 
     北海道千歳リハビリテーション学院 学友同窓会 代表 佐藤一成 

アドレス登録のお願い
千歳リハビリテ－ション学院学友同窓会も創設から６年が経ちました。今年度より夜間部卒業生も加

わり会員数は年々増加しています。それに伴い今後、名簿管理、勉強会案内・会報発行等の作業の煩雑

化が予想されます。そこで、作業と経費の削減と効率化を図る為E-メールを利用しての各行事のご案内

と返信を検討しております。 

つきましては、お手数ですが利用可能なアドレスを下記まで送信して頂けますよう宜しくお願い致し

ます。原則としてアドレスは事務局管理とし、他へ流出することはありませんので、何卒よろしくお願

いいたします。 

学友同窓会メールアドレス  dousoukai@chitose‐reha.ac.jp 

北海道千歳リハビリテーション学院 Fax ０１２３－２８－５３３５ 

 

 

 

 



～ 新 年 所 感 ～ 
 

学友同窓会 会 長 佐 藤 一 成  
医療法人 新さっぽろ脳神経外科病院 

 
大寒の候、会員の皆様におかれましては増々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 平素より、当会の活動に対して格別のご高配を賜り、心よりお礼申し上げます。 
 さて、当会も早いもので 8年を向かえ、会員数も400名を超え、大きな組織となりましたが、会員の
皆様に還元できるような活動をするべく役員一丸となり運営に取り組んでいる所存であります。また、

会員増加による必要経費の効率化、役員会の円滑な実施と役員の負担軽減のためのシステム化も引き続

き進めております。 
 具体的には、内部的には経費の効率化を推進するため、従来の紙面からＥメールによる情報提供に順

次変更していきます。この点につきまして、既に各期幹事から個別にお願いされていると思いますが、

システム構築までにはまだまだ皆様のご協力が必要となっております。 

 会員皆様のご協力の基、今年度の基本方針として掲げております「成熟した会へ向けて」ということ

を念頭に置き、当会の運営を行えたらと考えております。 
 昨年 9月に学院の 10周年記念事業の一環といたしまして「10年間の歩み」「これからのセラピスト
～PT,OTの協業と分業～」というテーマで症例検討会とパネルディスカッションを行い、100名を超え
る多くの参加者と共に会員の臨床でのご活躍、伊藤俊一・石田裕二両先生からは、今後の業界の方向性

や臨床でのセラピストのあり方について大変貴重なご講演をいただきました。激変していく医療業界の

中でいかに先を読み、自分がどういうセラピストを目指せばよいかということを両先生は伝えたかった

のではないかと考えております。 
 来る 4月 8日に恒例であります臨床教育研究会が開催されます。「脳損傷患者の機能評価から運動学
習まで」というテーマで、今やPT業界では有名な 昭和大学 保健医療学部 理学療法学科 助教授 沼
田 憲治 先生を招聘しご講演していただきます。画像による神経学的機能評価から運動学習といった身
近でかつ、臨床的な内容で、PT・OTには大変有用な会になることと私自身も今から指折り楽しみにし
ている次第です。 
 是非多数の会員の皆さんの参加をお待ちしております。 

最後になりましたが、今年もよろしくお願い致します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



  

  

編編集集後後記記  
 
 

☆１０周年記念勉強会が無事終了しました。卒業生が集まる場が増えましたが、交流を踏

まえ、悩みや疑問などを相談できる場になったでしょうか？ 

 

 

☆第８回臨床教育研究会が開催されます。多数の参加をお願いします。 

 

 

☆次回の会報は、７月頃を予定しています。会員の皆さんの声も反映させた会報作りをし

たいと思っています。意見・感想・要望等ありましたら、同窓会宛にメールをいただけれ

ば幸いです。 

 
 
 
 
 


